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今
は
市
販
薬
販
売
と
い
え
ば
薬
局
や
薬
店
、

ス
ー
パ
ー
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
が
主
役
で

す
が
、
日
本
に
は
「
配
置
販
売
業
」
と
い
う

世
界
で
も
例
を
見
な
い
医
薬
品
小
売
業
が
あ

り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
「
置
き
薬
屋
さ
ん
」
で

す
。
主
に
、
薬
局
や
薬
店
の
少
な
い
町
や
村
の

家
々
、
今
日
で
は
団
地
な
ど
も
回
っ
て
胃
腸
薬

や
風
邪
薬
な
ど
の
配
置
薬
を
置
い
て
い
き
、
一

年
後
く
ら
い
に
も
う
一
度
そ
の
お
宅
を
訪
ね

て
、
そ
の
間
に
使
っ
た
分
の
代
金
を
支
払
っ
て

も
ら
い
、
ま
た
新
し
い
も
の
に
置
き
換
え
て
一

年
後
に
再
訪
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。
こ

の
販
売
方
法
は
「
先
用
後
利
」
と
い
わ
れ
、
も

う
三
百
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
そ
う
で
す
。
今

風
に
い
え
ば
〝
ク
レ
ジ
ッ
ト
販
売
〟
で
す
が
、

そ
ん
な
〝
現
代
的
〟
販
売
方
法
が
は
る
か
昔
か

ら
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

置
き
薬
の
生
産
と
い
え
ば
、
富
山
、
滋
賀
、

奈
良
、
熊
本
な
ど
が
盛
ん
で
す
が
、
富
山
の
配

置
売
薬
が
最
も
有
名
で
す
。
で
は
、
何
故
、
富

山
で
こ
の
よ
う
な
販
売
方
法
が
発
達
し
た
の

で
し
ょ
う
か
。
い
く
つ
か
説
が
あ
る
よ
う
で
す

が
、『
富
山
県
薬
業
史
』
に
次
の
よ
う
な
話
が

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

時
は
慶
安
の
頃
と
い
い
ま
す
か
ら
一
六
四
八

年
か
ら
一
六
五
二
年
、
今
か
ら
三
五
〇
年
ほ
ど

前
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。
四
代
将
軍
家
綱
の
治

世
。
将
軍
の
ご
落ら
く
い
ん胤
と
称
す
る
由
比
正
由
紀

が
、
幕
府
転
覆
を
謀は
か

っ
た
と
い
う
慶
安
事
件

が
起
こ
っ
た
頃
で
す
。
富
山
藩
に
第
二
代
藩
主

で
、
前
田
正ま
さ
と
し甫
と
い
う
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
方
は
大
変
優
れ
た
お
殿
様
で
、
新
田
の
開

発
、
農
業
用
水
の
開
削
、
塩
座
の
設
置
、
製
鉄

の
復
興
な
ど
、
藩
財
政
の
強
化
策
を
積
極
的
に

推
し
進
め
ま
し
た
。
中
で
も
、〝
衛
生
〟
と
い

う
こ
と
を
重
ん
じ
、
医
術
に
熱
心
で
い
ろ
い
ろ

な
処
方
薬
を
自
ら
作
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
正
甫
公
の
家
臣
の
日
比
野
小
兵
衛

が
、
岡
山
で
萬ま
ん
だ
い
じ
ょ
う
か
ん

代
常
閑
と
い
う
医
師
か
ら

〝
反は
ん
ご
ん
た
ん

魂
丹
〟
と
い
う
薬
の
処
方
を
教
え
ら
れ
ま

し
た
。
あ
る
時
、
正
甫
公
が
腹
痛
で
苦
し
ん
で

い
た
と
き
、
小
兵
衛
は
た
だ
ち
に
反
魂
丹
を
作

り
、
献
上
。
す
る
と
た
ち
ど
こ
ろ
に
腹
痛
が
治

ま
り
、
正
甫
公
は
大
い
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
と
い
う
も
の
正
甫
公
は
反
魂
丹
を
印

籠
に
入
れ
て
持
ち
歩
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、

あ
る
日
、
江
戸
城
に
て
、
あ
る
藩
の
お
殿
様
が

腹
痛
で
苦
し
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
正
甫
公

が
反
魂
丹
を
上
げ
て
飲
ま
せ
ま
す
と
、
腹
痛
は

す
ぐ
に
治
ま
り
ま
し
た
。
す
る
と
、
こ
れ
を
見

た
他
の
藩
の
お
殿
様
た
ち
が
感
心
し
、
諸
国
へ

こ
れ
を
売
り
広
め
て
ほ
し
い
と
懇
望
さ
れ
ま

し
た
。
そ
こ
で
正
甫
公
は
早
速
、
松
井
屋
源
衛

門
に
諸
国
へ
の
行
商
を
命
じ
ま
し
た
。
そ
れ
が

富
山
の
置
き
薬
の
由
来
だ
そ
う
で
す
。

Ｊ
Ｒ
北
陸
本
線
で
富
山
県
に
入
る
と
す
ぐ
、

山
際
に
立
つ
「
く
す
り
の
富
山
」
と
い
う
大
き

な
看
板
が
目
に
付
き
ま
す
。
今
日
で
も
富
山
は

全
国
四
位
の
医
薬
品
の
生
産
県
で
す
。
医
薬

品
製
造
業
に
従
事
す
る
人
は
平
成
十
九
年
の

調
査
で
人
口
十
万
人
当
た
り
五
八
・
六
人
（
全

国
平
均
七
・
三
人
）、
同
じ
く
製
造
所
数
は
人

口
十
万
人
当
た
り
九
・
一
か
所
（
全
国
平
均
一
・

四
か
所
）、
平
成
二
十
年
末
現
在
で
配
置
販
売

業
従
事
者
数
一
五
二
七
人
で
、
い
ず
れ
も
全
国

一
位
だ
そ
う
で
す
（
デ
ー
タ
は
い
ず
れ
も
㈳
富

山
県
薬
業
連
合
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
）。

今
は
地
方
の
時
代
と
い
わ
れ
、
村
起
こ
し
、

町
起
こ
し
事
業
が
各
地
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
三
五
〇
年
も
前
に
時
の
為
政
者
が

推
進
し
た
産
業
が
、
今
な
お
地
域
経
済
を
支
え

続
け
る
。
中
央
、
地
方
を
問
わ
ず
、
政
治
の
あ

り
よ
う
は
国
民
、
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
す
。
目
先
の
人
気
だ
け
を
ね
ら
っ
た
バ

ラ
マ
キ
予
算
を
見
て
い
ま
す
と
、
将
来
を
見
据

え
た
政
策
が
今
こ
そ
必
要
で
は
な
い
か
、
と
つ

く
づ
く
思
い
ま
す
。

置
き
薬
由
来
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　基
も と ゆ き

之
●生年月日　昭和 22 年 3 月 16 日
●選 挙 区　参議院比例区
●当選回数　1 回
●出 生 地　岡山県岡山市
●趣 　 味　音楽・読書
●個人ホームページ
　　　　　　http://www.mfujii.gr.jp/
●そ の 他　薬学博士・薬剤師
●私の政治信条

私の政策の柱は A（エイジフリー）B（バリアフ
リー）D（ドラッグフリー：薬物乱用のない社会）
社会創りです。
高齢者も、障害を持つ方も、国民誰もが安心し
て暮らし、元気で生活を送ることのできる長寿
社会を創るために何が必要か、を政治活動の根
底においています。
好きな言葉「昨日の夢は、今日の希望、そして
明日の現実」

●活動報告
参院議員厚生労働委員会理事として、食品安全
確保のための食品衛生法改正、健康増進法改正、
薬事法改正、薬剤師法改正、クリーニング業法
改正、国民年金法改正等に関与。

●経歴
昭和 37 年　岡山大学教育学部付属中学校卒業
昭和 40 年　岡山県立岡山操山高等学校卒業
昭和 44 年　東京大学薬学部薬学科卒業
昭和 44 年　厚生省入省
平成  9 年　厚生省退官
平成 9 年　財団法人 ヒューマンサイエンス
　　　　　　　　　　　　振興財団 専務理事
平成 12 年　日本薬剤師連盟 副会長
　　　　　　社団法人 日本薬剤師会 常務理事
平成 13 年　参議院議員
平成 16 年　厚生労働大臣政務官
　　　　　　（平成16年9月〜平成17 年11月）
平成 19 年　日本薬剤師連盟 顧問

●その他
慶應義塾大学薬学部　客員教授
昭和大学薬学部　　　客員教授
東邦大学薬学部　　　客員教授
新潟薬科大学　　　　客員教授
京都薬科大学　　　　客員教授
近畿大学薬学部　　　客員教授
千葉大学薬学部　　　非常勤講師


